










































































































































































































































































































































（注 4）筆者が 1970 年代半ばに延世大学の韓国語教育機関（延世大学韓国語学堂）の授業で実際に経験した。
（注 5）その後、韓国でも教科書検定制度が導入された。韓国の近現代史の教科書に偏向が見られるとして朴槿
恵大統領は再び国定教科書に戻そうとしたが果たさず退陣した。
（注 6）楽浪郡など四郡は直接統治をしたが半島全土を統治したわけではなかった。
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